
 

資料６





国土交通省 中部運輸局 

 

 

「地域公共交通シンポジウム」開催のご案内 

 

時下、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素より、交通行政に対しましては、ご理解とご協力を賜り誠に感謝いたしております。 

 さて、地域の公共交通は、高齢化の進展や地球温暖化対策の観点からも、近年、ますま

すの期待は高まっています。しかし、地域の公共交通の主体であるバス交通の現状につい

ては、バス事業者の経営状況は極めて厳しく、路線の廃止や経営に行き詰まるところも出

てきています。 

また、地方の都市においては、長引く地方経済の低迷や商業機能の郊外部への流出に伴

う中心市街地が空洞化するなど、地域活力の活性化が喫緊の課題となっています。 

そのため、魅力あるまちづくりの観点や地域自治・コミュニティ再生などを含めた広い

視野から公共交通を見つめ、バスを中心として公共交通が便利なまちづくりを進めていく

ことが重要となっていることから、国土交通省中部運輸局及び岐阜市、中部バス協会では、

主催者、参加者各位が一体になって「バスを活かしたまちづくりを考える」ことを目的に

シンポジウムを開催することといたしました。 

 つきましては、別紙のとおり実施いたしますので、御案内申し上げます。 

 

 

 

連絡先 

〒460-8528 

名古屋市中区三の丸２－２－１ 

名古屋合同庁舎第 1 号館 中部運輸局 

自動車交通部旅客第一課 小林・渥美 

ＴＥＬ：０５２－９５２－８０３５ 

ＦＡＸ：０５２－９６１－０８１６ 

E-mail  atsumi-h56ph@cbt.mlit.go.jp 

 

 

 大変恐縮でございますが、別紙参加申込書にご記入いただいた上、２月１０日（木）ま

でにＦＡＸ若しくは電子メールにて御回答いただきますよう御願い申し上げます。 

mailto:atsumi-h56ph@cbt.mlit.go.jp


別 紙 

 

地域公共交通シンポジウム 

『バスを活かしたまちづくりを考える』～バスで人もまちも元気に！～ 
 

  

日 時：平成２３年２月２２日（火） １３：００～１６：４５ 

 

場 所：じゅうろくプラザ ２階ホール（岐阜市橋本町１丁目１０番１１） 

 

プログラム（敬称略）： 

◇主催者挨拶   細江 茂光（岐阜市長） 

        木村 操（中部バス協会長） 

◇基調講演  「都市の基盤となる公共交通軸とまちづくりとの関係」 

         中村 文彦（横浜国立大学大学院工学研究院教授） 

◇基調報告  「岐阜市の公共交通」 

  武政  功（岐阜市総合交通協議会会長） 

◇パネルディスカッション 

コーディネーター 竹内 伝史（岐阜大学名誉教授） 

パネリスト    中村 文彦（横浜国立大学大学院工学研究院教授） 

大澤 雅章（千葉都市モノレール株式会社代表取締役社長・交通

計画プランナー） 

細江 茂光（岐阜市長） 

川口 興二郎（岐阜乗合自動車株式会社代表取締役社長） 

家田 里香（株式会社アドキットインフォケーション代表取締役社長） 

◇クロージング  徳永  泉（中部運輸局次長） 

 

 

参加者：６００名（無料） 

 

※ シンポジウム終了後、１時間程度の意見交換会も予定しております。 

 

 

申込方法：別紙参加申込書にご記入いただいた上、２月１０日（木）までにＦＡＸ若しく

は電子メールにて御回答いただきますよう御願い申し上げます。 



シンポジウム申込書 

 

中部運輸局 

自動車交通部旅客第一課 あて 

ＦＡＸ：０５２－９６１－０８１６ 

E-mail  atsumi-h56ph@cbt.mlit.go.jp 

 

 

地域公共交通シンポジウム参加申込書 

 

 

貴団体名 

電話番号 

ご担当者名 

 

 

ご 出 席 者 名 

 

所属名 役職名 ご芳名 
意見交換会 

参加の有無 

    

    

    

    

 

お願い：２月１０日（木）までにＦＡＸ若しくは電子メールにて御申込いただきますよう

御願い申し上げます。ご出席者氏名の記入欄が不足した場合には、本票を複製し

てご使用ください。 

mailto:atsumi-h56ph@cbt.mlit.go.jp





